
I. 履修細目
履修方法

（１）修了に必要な単位数

博士課程前期修了に必要な授業科目の単位数は次のとおりとし、多様化した人材の育成を弾力的に行う

ため、以下の教育プログラムを設置する。

授 業 科 目 単 位 数

講 義（特論） ２４単位以上

研究指導（演習） ８ 単 位

計 ３２単位以上

★ 履修する講義科目を決定するときには必ず指導教員と相談すること。

特にコンプリヘンシブ・エグザミネーション（内部進学試験）の受験を考える者は注意をすること。

（２）標準プログラム（メインプログラム）

下記の科目から１２科目２４単位以上を修得すること。

① 経営学専攻の科目

13 ページを参照、コア科目群から２科目４単位以上を修得すること。

② その他の科目

上記①の他に修了に必要な単位として、国際社会科学府経営学専攻博士課程後期、博士課程前期（社

会人専修コース）の講義科目及び国際社会科学府経営学専攻博士課程前期が履修を認める授業科目から

履修できる。（２ページ（４）「その他履修できる科目」を参照）

③ 大学院設置基準第 14 条による特例の適用が認められる場合

社会人以外の学生で指導教員がその必要性を認めた者（承認）については、８単位を限度として、大

学院設置基準第 14 条教育方法の特例に基づき開設される授業科目（６、７時限）を履修し、修了に必

要な単位数に加えることができる。

（３）社会人特別プログラム

（大学院設置基準第 14 条による教育方法の特例を適用する学生を対象とするプログラム）

① 授業時間帯

・修学年限２年のうち１年次は、全日通学を原則とする。

・大学院設置基準第 14 条教育方法の特例による授業時間帯は、平日の下記の時間帯とする。

５時限  16 時 15 分～17時 45 分

６時限  17 時 50 分～19時 20 分

７時限  19 時 25 分～20時 55 分
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②②  履履修修計計画画  

・２年間の履修計画の作成は、指導教員の指導のもとに行うこと。 

・勤務の都合上２年で修了することが無理な場合は、予め３～４年間の履修計画ができる。 

・課程修了に必要な講義（特論）２４単位以上のうち１８単位以上は、通常の授業時間帯（第１時限

～５時限）で履修登録し、修得しなければならない。 

・２年次は修士論文作成のための研究に専念できるように、１年次になるべく多くの講義を履修して

おくこと。 

（（履履修修計計画画例例））  

・１年次に経営学専攻の科目を１８単位と研究指導（演習Ⅰa と演習Ⅰb）４単位を履修登録する。  

・１年次に課程修了に必要な講義の単位を修得した学生は、２年次にケーススタディ（６単位）と研

究指導（演習Ⅱa と演習Ⅱb）４単位を履修登録する。 

上記のような履修計画を立てると２年間で課程修了に必要な単位数を満たすことができる。 

③③  経経営営学学専専攻攻のの科科目目  

13 ページを参照、コア科目群から２科目４単位以上を修得すること。かつ講義科目（演習、特別講義、

社会人専修コースを除く）から９科目１８単位以上を修得すること。  

④④  そそのの他他のの科科目目  

上記③の他に修了に必要な単位として、国際社会科学府経営学専攻博士課程後期、博士課程前期（社

会人専修コース）の講義科目及び国際社会科学府経営学専攻博士課程前期が履修を認める授業科目から

履修できる。（２ページ、（４）「その他履修できる科目」を参照） 

⑤⑤  事事例例研研究究（（ケケーーススススタタデディィ））  

・修了要件として認められる単位は６単位以内とする。  

・事例研究を希望する学生は、指導教員の指導のもとで計画を作成し、履修登録期間中に大学院学務

係に計画を明記した申請書を提出する。終了後に、指導教員に報告書を提出する。  

 

（（４４））そそのの他他履履修修ででききるる科科目目 

①①  経経営営学学専専攻攻博博士士課課程程後後期期のの講講義義科科目目（（リリササーーチチ・・ププララククテティィカカムムをを除除くく））  

博士課程後期の開講科目について、履修登録前に、指導教員及び講義担当教員の承認を得て、在学期

間を通じて合合計計４４単単位位ままでで履修し、修了単位として認定できる。 

なお、博士課程後期進学者については、博士課程前期で修得した後期課程の単位を博士課程前期修了

単位に含めない場合、博士課程後期の修了単位に含めることができる。 

②②  経経営営学学専専攻攻博博士士課課程程前前期期（（社社会会人人専専修修ココーースス））のの講講義義科科目目  

履修登録前に、指導教員及び講義担当教員の承認を得て、在学期間を通じて合合計計６６単単位位ままでで履修し、

修了単位として認定できる。 
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②②  履履修修計計画画  

・２年間の履修計画の作成は、指導教員の指導のもとに行うこと。 

・勤務の都合上２年で修了することが無理な場合は、予め３～４年間の履修計画ができる。 

・課程修了に必要な講義（特論）２４単位以上のうち１８単位以上は、通常の授業時間帯（第１時限

～５時限）で履修登録し、修得しなければならない。 

・２年次は修士論文作成のための研究に専念できるように、１年次になるべく多くの講義を履修して

おくこと。 

（（履履修修計計画画例例））  

・１年次に経営学専攻の科目を１８単位と研究指導（演習Ⅰa と演習Ⅰb）４単位を履修登録する。  

・１年次に課程修了に必要な講義の単位を修得した学生は、２年次にケーススタディ（６単位）と研

究指導（演習Ⅱa と演習Ⅱb）４単位を履修登録する。 

上記のような履修計画を立てると２年間で課程修了に必要な単位数を満たすことができる。 

③③  経経営営学学専専攻攻のの科科目目  

13 ページを参照、コア科目群から２科目４単位以上を修得すること。かつ講義科目（演習、特別講義、

社会人専修コースを除く）から９科目１８単位以上を修得すること。  

④④  そそのの他他のの科科目目  

上記③の他に修了に必要な単位として、国際社会科学府経営学専攻博士課程後期、博士課程前期（社

会人専修コース）の講義科目及び国際社会科学府経営学専攻博士課程前期が履修を認める授業科目から

履修できる。（２ページ、（４）「その他履修できる科目」を参照） 

⑤⑤  事事例例研研究究（（ケケーーススススタタデディィ））  

・修了要件として認められる単位は６単位以内とする。  

・事例研究を希望する学生は、指導教員の指導のもとで計画を作成し、履修登録期間中に大学院学務

係に計画を明記した申請書を提出する。終了後に、指導教員に報告書を提出する。  

 

（（４４））そそのの他他履履修修ででききるる科科目目 

①①  経経営営学学専専攻攻博博士士課課程程後後期期のの講講義義科科目目（（リリササーーチチ・・ププララククテティィカカムムをを除除くく））  

博士課程後期の開講科目について、履修登録前に、指導教員及び講義担当教員の承認を得て、在学期

間を通じて合合計計４４単単位位ままでで履修し、修了単位として認定できる。 

なお、博士課程後期進学者については、博士課程前期で修得した後期課程の単位を博士課程前期修了

単位に含めない場合、博士課程後期の修了単位に含めることができる。 

②②  経経営営学学専専攻攻博博士士課課程程前前期期（（社社会会人人専専修修ココーースス））のの講講義義科科目目  

履修登録前に、指導教員及び講義担当教員の承認を得て、在学期間を通じて合合計計６６単単位位ままでで履修し、

修了単位として認定できる。 

 

 
  

 

 

③③  そそのの他他のの授授業業科科目目  

以下の科目は、履修登録前に、指導教員及び講義担当教員の承認を得て、在学期間を通じて合合計計８８単単

位位まで履修し、修了単位として認定できる。 

科目名 単位 

大学院全学教育科目 ４単位以内 

国際社会科学府経済学専攻、国際経済法学専攻博士課程前期の講義科目 ― 

本学教育学研究科博士課程前期の講義科目 ６単位以内 

本学大学院理工学府博士課程前期の講義科目 ６単位以内 

本学大学院環境情報学府博士課程前期の講義科目 ６単位以内 

本学都市イノベーション学府博士課程前期の講義科目 ６単位以内 

「経営学部」で開講される学部教育科目（講義） ４単位以内 

特殊講義（Shanghai Study Visit [Chinese Business-Economy]） ２単位 

本学府と横浜市立大学大学院国際マネジメント研究科との単位互換に関する

覚書に基づく、横浜市立大学大学院国際マネジメント研究科博士前期課程の

専任教員が開講する講義科目 

― 

  

（（５５））修修了了にに必必要要なな単単位位にに含含ままれれなないい科科目目 

以下の科目は、指導教員の承認を得て履修することができるが、修了に必要な単位数に含まれない。 

・経営学部で開講される学部教育科目及び外国語科目。ただし、（４）③その他の授業科目として履修

した「経営学部」で開講される学部教育科目（講義）４単位以内は除く。  

・特別講義 

 

（（６６））入入学学前前のの既既修修得得単単位位ににつついいてて 

本学府入学以前に修得した科目について、教授会での承認を得たうえで本学の大学院で修得した単位以

外のものについては、合計１５単位を上限に修了に必要な単位として認定する。ただし、認定された科目

の単位は、学務情報システム上に「認定」として反映され、GPA の計算の対象から除外する。認定を希望

する場合は、入学直後の学期の履修登録期間中に大学院学務係まで相談すること。 
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（（７７））修修士士論論文文 

①①  経経営営学学専専攻攻：：修修士士論論文文作作成成ままででのの標標準準的的なな過過程程  
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②②  修修士士論論文文のの提提出出資資格格等等  

・博士課程前期に１年以上在学し、修士論文提出期日までに、博士課程前期修了に必要な授業科目単

位数のうち、１６単位以上修得した者でなければ提出することができない。 

・修士論文は、論文及び論文要旨を所定の期日までに提出しなければならない。 

③③修修士士論論文文（（口口述述試試験験をを含含むむ））のの評評価価基基準準  

修士論文は、指導教員の研究指導のもとで自ら設定した論文テーマについて、体系だった専門知識に

もとづき、執筆者自身の見解が反映された研究成果として、以下の項目が満たされていることを合格の

基準とする。 

・修士論文の問題意識とテーマ設定が適切であること。 

・修士論文の専門分野について基本的な理解がなされていること。 

・修士論文中に示された執筆者の分析または解釈・見解が論理的な整合性を持ち、それについて独創

性があること。 

・修士論文の構成、表現方法、引用などが妥当であること。 

・修士論文の研究内容について十分な説得力を持って説明できること。 

 

  

１年次 ２年次

春学期 秋学期 春学期 秋学期 １月上旬 １月下旬
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（（７７））修修士士論論文文 

①①  経経営営学学専専攻攻：：修修士士論論文文作作成成ままででのの標標準準的的なな過過程程  
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②②  修修士士論論文文のの提提出出資資格格等等  

・博士課程前期に１年以上在学し、修士論文提出期日までに、博士課程前期修了に必要な授業科目単

位数のうち、１６単位以上修得した者でなければ提出することができない。 

・修士論文は、論文及び論文要旨を所定の期日までに提出しなければならない。 

③③修修士士論論文文（（口口述述試試験験をを含含むむ））のの評評価価基基準準  

修士論文は、指導教員の研究指導のもとで自ら設定した論文テーマについて、体系だった専門知識に

もとづき、執筆者自身の見解が反映された研究成果として、以下の項目が満たされていることを合格の

基準とする。 

・修士論文の問題意識とテーマ設定が適切であること。 

・修士論文の専門分野について基本的な理解がなされていること。 

・修士論文中に示された執筆者の分析または解釈・見解が論理的な整合性を持ち、それについて独創

性があること。 

・修士論文の構成、表現方法、引用などが妥当であること。 

・修士論文の研究内容について十分な説得力を持って説明できること。 

 

  

１年次 ２年次

春学期 秋学期 春学期 秋学期 １月上旬 １月下旬

博士論文研究基礎力考査コースを選択する場合

博士課程前期から博士課程後期への進学を希望する者は、「１．履修方法」で示した履修方法のほかに、

博士論文研究基礎力考査コースを選択することができる。なお、博士論文研究基礎力考査コースを選択す

る場合は、指導教員と相談したうえで、入学後最初の学期の履修登録時に、博士論文研究基礎力考査コー

スの選択を届け出ることとする。（ただし、研究・学修計画の変更が妥当であると指導教員が認めた場合

に限り、博士課程前期 1 年秋学期初の時点で、「１．履修方法」で示した履修方法への変更を本人の届け

出により認める。）

（１）修了に必要な単位数

博士課程前期修了に必要な授業科目の単位数は次のとおりとし、多様化した人材の育成を弾力的に行う

ため、以下の教育プログラムを設置する。

授 業 科 目 単 位 数

講 義（特論） ２８単位以上

研究指導（演習） ８ 単 位

計 ３６単位以上

★ 履修する講義科目を決定するときには必ず指導教員と相談すること。

特にコンプリヘンシブ・エグザミネーション（内部進学試験）の受験を考える者は注意をすること。

（２）標準プログラム（メインプログラム）

下記の科目から１２科目２８単位以上を修得すること。

① 経営学専攻の科目

13 ページを参照、コア科目群から２科目４単位以上を修得すること。

② その他の科目

上記①の他に修了に必要な単位として、国際社会科学府経営学専攻博士課程後期、博士課程前期（社

会人専修コース）の講義科目及び国際社会科学府経営学専攻博士課程前期が履修を認める授業科目から

履修できる。（７ページ（４）「その他履修できる科目」を参照）

③ 大学院設置基準第 14 条による特例の適用が認められる場合

社会人以外の学生で指導教員がその必要性を認めた者（承認）については、８単位を限度として、大

学院設置基準第 14 条教育方法の特例に基づき開設される授業科目（６、７時限）を履修し、修了に必

要な単位数に加えることができる。
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（（３３））社社会会人人特特別別ププロロググララムム 

（大学院設置基準第 14 条による教育方法の特例を適用する学生を対象とするプログラム） 

①①  授授業業時時間間帯帯  

・修学年限２年のうち１年次は、全日通学を原則とする。  

・大学院設置基準第 14 条教育方法の特例による授業時間帯は、平日の下記の時間帯とする。  

５時限  16 時 15 分～17時 45 分  

６時限  17 時 50 分～19時 20 分 

７時限  19 時 25 分～20時 55 分 

②②  履履修修計計画画  

・２年間の履修計画の作成は、指導教員の指導のもとに行うこと。 

・勤務の都合上２年で修了することが無理な場合は、予め３～４年間の履修計画ができる。 

 該当する学生で、在学期間の短縮や延長を希望する場合は事前に大学院学務係まで相談すること。 

・課程修了に必要な講義（特論）２８単位以上のうち２２単位以上は、通常の授業時間帯（第１時限

～５時限）で履修登録し、修得しなければならない。 

・１年次になるべく多くの講義を履修しておくこと。 

（（履履修修計計画画例例））  

・１年次に経営学専攻の科目を２２単位と研究指導（演習Ⅰa と演習Ⅰb）４単位を履修登録する。  

・１年次に課程修了に必要な講義の単位を修得した学生は、２年次にケーススタディ（６単位）と研

究指導（演習Ⅱa と演習Ⅱb）４単位を履修登録する。 

上記のような履修計画を立てると２年間で課程修了に必要な単位数を満たすことができる。 

③③  経経営営学学専専攻攻のの科科目目  

12 ページを参照、コア科目群から２科目４単位以上を修得すること。かつ講義科目（演習、特別講義、

社会人専修コースを除く）から１１科目２２単位以上を修得すること。  

④④  そそのの他他のの科科目目  

上記③の他に修了に必要な単位として、国際社会科学府経営学専攻博士課程後期、博士課程前期（社

会人専修コース）の講義科目及び国際社会科学府経営学専攻博士課程前期が履修を認める授業科目から

履修できる。（７ページ、（４）「その他履修できる科目」を参照）  

⑤⑤  事事例例研研究究（（ケケーーススススタタデディィ））  

・修了要件として認められる単位は６単位以内とする。  

・事例研究を希望する学生は、指導教員の指導のもとで計画を作成し、履修登録期間中に大学院学務

係に計画を明記した申請書を提出する。終了後に、指導教員に報告書を提出する。 
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（（３３））社社会会人人特特別別ププロロググララムム 

（大学院設置基準第 14 条による教育方法の特例を適用する学生を対象とするプログラム） 
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５時限  16 時 15 分～17時 45 分  

６時限  17 時 50 分～19時 20 分 

７時限  19 時 25 分～20時 55 分 
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・２年間の履修計画の作成は、指導教員の指導のもとに行うこと。 

・勤務の都合上２年で修了することが無理な場合は、予め３～４年間の履修計画ができる。 

 該当する学生で、在学期間の短縮や延長を希望する場合は事前に大学院学務係まで相談すること。 

・課程修了に必要な講義（特論）２８単位以上のうち２２単位以上は、通常の授業時間帯（第１時限

～５時限）で履修登録し、修得しなければならない。 

・１年次になるべく多くの講義を履修しておくこと。 

（（履履修修計計画画例例））  

・１年次に経営学専攻の科目を２２単位と研究指導（演習Ⅰa と演習Ⅰb）４単位を履修登録する。  

・１年次に課程修了に必要な講義の単位を修得した学生は、２年次にケーススタディ（６単位）と研

究指導（演習Ⅱa と演習Ⅱb）４単位を履修登録する。 

上記のような履修計画を立てると２年間で課程修了に必要な単位数を満たすことができる。 

③③  経経営営学学専専攻攻のの科科目目  

12 ページを参照、コア科目群から２科目４単位以上を修得すること。かつ講義科目（演習、特別講義、

社会人専修コースを除く）から１１科目２２単位以上を修得すること。  

④④  そそのの他他のの科科目目  

上記③の他に修了に必要な単位として、国際社会科学府経営学専攻博士課程後期、博士課程前期（社

会人専修コース）の講義科目及び国際社会科学府経営学専攻博士課程前期が履修を認める授業科目から

履修できる。（７ページ、（４）「その他履修できる科目」を参照）  

⑤⑤  事事例例研研究究（（ケケーーススススタタデディィ））  

・修了要件として認められる単位は６単位以内とする。  

・事例研究を希望する学生は、指導教員の指導のもとで計画を作成し、履修登録期間中に大学院学務

係に計画を明記した申請書を提出する。終了後に、指導教員に報告書を提出する。 

 

  

 

 

（（４４））そそのの他他履履修修ででききるる科科目目 

①①  経経営営学学専専攻攻博博士士課課程程後後期期のの講講義義科科目目（（リリササーーチチ・・ププララククテティィカカムムをを除除くく））  

博士課程後期の開講科目について、履修登録前に、指導教員及び講義担当教員の承認を得て、在学期

間を通じて合合計計４４単単位位ままでで履修し、修了単位として認定できる。 

なお、博士課程後期進学者については、博士課程前期で修得した後期課程の単位を博士課程前期修了

単位に含めない場合、博士課程後期の修了単位に含めることができる。 

②②  経経営営学学専専攻攻博博士士課課程程前前期期（（社社会会人人専専修修ココーースス））のの講講義義科科目目  

履修登録前に、指導教員及び講義担当教員の承認を得て、在学期間を通じて合合計計６６単単位位ままでで履修し、

修了単位として認定できる。 

③③  そそのの他他のの授授業業科科目目  

以下の科目は、履修登録前に、指導教員及び講義担当教員の承認を得て、在学期間を通じて合合計計８８単単

位位まで履修し、修了単位として認定できる。 

科目名 単位 

大学院全学教育科目 ４単位以内 

国際社会科学府経済学専攻、国際経済法学専攻博士課程前期の講義科目 ― 

本学教育学研究科博士課程前期の講義科目 ６単位以内 

本学大学院理工学府博士課程前期の講義科目 ６単位以内 

本学大学院環境情報学府博士課程前期の講義科目 ６単位以内 

本学都市イノベーション学府博士課程前期の講義科目 ６単位以内 

「経営学部」で開講される学部教育科目（講義） ４単位以内 

特殊講義（Shanghai Study Visit [Chinese Business-Economy]） ２単位 

本学府と横浜市立大学大学院国際マネジメント研究科との単位互換に関する

覚書に基づく、横浜市立大学大学院国際マネジメント研究科博士前期課程の

専任教員が開講する講義科目 

― 

 

（（５５））修修了了にに必必要要なな単単位位にに含含ままれれなないい科科目目 

以下の科目は、指導教員の承認を得て履修することができるが、修了に必要な単位数に含まれない。 

・経営学部で開講される学部教育科目及び外国語科目。ただし、（４）③その他の授業科目として履修

した「経営学部」で開講される学部教育科目（講義）４単位以内は除く。  

・特別講義 
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（（６６））入入学学前前のの既既修修得得単単位位ににつついいてて 

本学府入学以前に修得した科目について、教授会での承認を得たうえで本学の大学院で修得した単位以

外のものについては、合計１５単位を上限に修了に必要な単位として認定する。ただし、認定された科目

の単位は、学務情報システム上に「認定」として反映され、GPA の計算の対象から除外する。認定を希望

する場合は、入学直後の学期の履修登録期間中に大学院学務係まで相談すること。 

 

（（７７））博博士士論論文文研研究究基基礎礎力力考考査査 

博士論文研究基礎力考査コースを選択した者は、博士課程前期修了および博士課程後期進学の要件とし

て、以下の筆記試験と口頭試問に合格しなければならない。なお、筆記試験と口頭試問は、それぞれ年２

回実施することとする。 

①①  筆筆記記試試験験 

経営学の関連分野に関する３科目の筆記試験を行う。 

②②  口口頭頭試試問問  

博士論文研究を行う分野に関する口頭試問を行う。 

 
（（８８））博博士士論論文文研研究究計計画画書書（（タターームムペペーーパパーー）） 

博士論文研究基礎力審査に合格した者で博士課程後期への進学予定者は、博士課程前期修了および博士

課程後期進学の要件として、博博士士論論文文研研究究計計画画書書を提出し合格しなければならない。 

なお、博士論文研究基礎力考査に合格後、やむを得ない事情により博士課程後期へ進学しないこととな

った者は、博士課程前期の修了要件として、博士論文研究計画書に代えてタターームムペペーーパパーーを提出し合格し

なければならない。 
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（（６６））入入学学前前のの既既修修得得単単位位ににつついいてて 

本学府入学以前に修得した科目について、教授会での承認を得たうえで本学の大学院で修得した単位以

外のものについては、合計１５単位を上限に修了に必要な単位として認定する。ただし、認定された科目

の単位は、学務情報システム上に「認定」として反映され、GPA の計算の対象から除外する。認定を希望

する場合は、入学直後の学期の履修登録期間中に大学院学務係まで相談すること。 

 

（（７７））博博士士論論文文研研究究基基礎礎力力考考査査 

博士論文研究基礎力考査コースを選択した者は、博士課程前期修了および博士課程後期進学の要件とし

て、以下の筆記試験と口頭試問に合格しなければならない。なお、筆記試験と口頭試問は、それぞれ年２

回実施することとする。 

①①  筆筆記記試試験験 

経営学の関連分野に関する３科目の筆記試験を行う。 

②②  口口頭頭試試問問  

博士論文研究を行う分野に関する口頭試問を行う。 

 
（（８８））博博士士論論文文研研究究計計画画書書（（タターームムペペーーパパーー）） 

博士論文研究基礎力審査に合格した者で博士課程後期への進学予定者は、博士課程前期修了および博士

課程後期進学の要件として、博博士士論論文文研研究究計計画画書書を提出し合格しなければならない。 

なお、博士論文研究基礎力考査に合格後、やむを得ない事情により博士課程後期へ進学しないこととな

った者は、博士課程前期の修了要件として、博士論文研究計画書に代えてタターームムペペーーパパーーを提出し合格し

なければならない。 

  

    

成績評価

（１）授業科目の成績

授業科目の成績は、秀（100～90 点）、優（89～80 点）、良（79～70 点）、可（69～60 点）及び不可（59

点以下）で標記し、単位の修得は「可」以上とする。

秀は、履修目標を十分達成しており、さらに、履修目標を上回る成績をおさめていること。

優は、履修目標を十分に達成しており、「秀」につぐ優秀な成績をおさめていること。

（２）GPA (Grade Point Average)

成績評価に応じて GP (Grade Point)を与え、以下の式によって GPA 値を算出する。

GPA 算出対象科目は全ての授業科目（特論及び演習）とし、GPA 値２．０以上を修了要件とする。

なお、GPA の導入に伴い、履修登録は年２回の春学期と秋学期別に登録とする。

算出式： GPA ＝ ∑（GP×単位数）÷ 履修登録単位数

成績評価（評価点）と GP は次のとおりとする。

①秀４．５  ②優４．０  ③良３．０  ④可２．０  ⑤不可０．０

（３）成績の確認

成績閲覧開始から約２週間（修了判定時については、別途期間を設定）を国際社会科学府経営学専攻開

講科目の「成績確認期間」としています。直前学期の国際社会科学府経営学専攻開講科目の成績に異議の

ある学生は、「履修科目成績確認願」を大学院学務係に提出してください。「成績確認期間」終了後は、成

績異議申し立て等は一切受け付けません。申し立てがあった場合は、該当科目の授業担当教員のほか、該

当科目を開講している専攻の責任者（専攻長）も申し立てに対する確認結果を確認します。大学院全学教

育科目を含め他部局開講の科目については、開講部局の定めに従ってください。

成績訂正の対象となるのは、教員サイドの転記ミス並びに採点ミスのみであり、成績に関する嘆願は一

切受け付けません。詳細は国際社会科学府・研究院ウェブサイトや授業支援システムを参照してください。

国際社会科学府・研究院ウェブサイト＞在学生の方へ＞教務関係（博士課程前期・後期共通）

授業支援システム＞【連絡専用】社会科学系事務部大学院学務係 Graduate School Affairs Office、

GSISS[Zac0049]
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研究指導計画書・研究計画書について

国際社会科学府では、年度初め（10 月入学者については学期初め）に「研究指導計画書・研究計画書」

を作成します。様式等については、授業支援システムに掲載していますので、参照してください。

授業支援システム＞【連絡専用】社会科学系事務部大学院学務係 Graduate School Affairs Office、

GSISS[Zac0049]

（１）作成書類

横浜国立大学大学院国際社会科学府 研究指導計画書・研究計画書

（２）作成方法

(1)責任指導教員は、学生に対して、研究指導の方法及び内容並びに１年間の研究指導の計画を研究指導計

画書によりあらかじめ明示する。

(2) 学生は、前号の研究指導計画書に基づき、研究計画書を作成する。

(3) 責任指導教員は、「研究指導計画書・研究計画書」を確認する。

(4) 作成された「研究指導計画書・研究計画書」は、責任指導教員と学生の双方で保管する。

(5) 責任指導教員は前号の「研究指導計画書・研究計画書」の写しを大学院学務係あてに提出する。

(6)「研究指導計画書・研究計画書」に大きな変更があった場合は随時改訂するものとし、責任指導教員は、

改訂を行った都度、その写しを大学院学務係に提出する。計画書に大きな変更があった場合は随時改

定するものとし、責任指導教員は、改訂を行った都度、その写しを大学院学務係に提出する。

院生室の利用について

院生室の利用を希望する者は、院生室または建物の鍵を窓口で借り受けたうえで利用を開始すること。

なお、院生室の割振は次のとおりとする。

場所：経営学部１号館（Ｃ棟） ６０１室、６０２室、６０３室

使用に当たっては、以下の点に留意し遵守すること。なお、各年度初め（10 月入学者においては学期初

め）に誓約書を提出する必要がある。詳細はオリエンテーション時の説明や授業支援システムの院生室に

関する教材を参照すること。当該教材の掲示板にて、利用上の注意や急遽の閉室等について案内をするの

で、適宜確認をすること。

授業支援システム＞【連絡専用】社会科学系事務部大学院学務係 Graduate School Affairs Office、

GSISS[Zac0049]

①座席については、フリースペースとする。

②院生室内は共用の場所となるので、静穏・清潔な環境を維持できるように、一時的な水分補給以外の

飲食、院生室内での会話を控えること（飲食や会話については、学府が指定する休憩室（国際社会科

学研究棟５０４室）を利用のこと）。
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研究指導計画書・研究計画書について

国際社会科学府では、年度初め（10 月入学者については学期初め）に「研究指導計画書・研究計画書」

を作成します。様式等については、授業支援システムに掲載していますので、参照してください。

授業支援システム＞【連絡専用】社会科学系事務部大学院学務係 Graduate School Affairs Office、

GSISS[Zac0049]

（１）作成書類

横浜国立大学大学院国際社会科学府 研究指導計画書・研究計画書

（２）作成方法

(1)責任指導教員は、学生に対して、研究指導の方法及び内容並びに１年間の研究指導の計画を研究指導計

画書によりあらかじめ明示する。

(2) 学生は、前号の研究指導計画書に基づき、研究計画書を作成する。

(3) 責任指導教員は、「研究指導計画書・研究計画書」を確認する。

(4) 作成された「研究指導計画書・研究計画書」は、責任指導教員と学生の双方で保管する。

(5) 責任指導教員は前号の「研究指導計画書・研究計画書」の写しを大学院学務係あてに提出する。

(6)「研究指導計画書・研究計画書」に大きな変更があった場合は随時改訂するものとし、責任指導教員は、

改訂を行った都度、その写しを大学院学務係に提出する。計画書に大きな変更があった場合は随時改

定するものとし、責任指導教員は、改訂を行った都度、その写しを大学院学務係に提出する。

院生室の利用について

院生室の利用を希望する者は、院生室または建物の鍵を窓口で借り受けたうえで利用を開始すること。

なお、院生室の割振は次のとおりとする。

場所：経営学部１号館（Ｃ棟） ６０１室、６０２室、６０３室

使用に当たっては、以下の点に留意し遵守すること。なお、各年度初め（10 月入学者においては学期初

め）に誓約書を提出する必要がある。詳細はオリエンテーション時の説明や授業支援システムの院生室に

関する教材を参照すること。当該教材の掲示板にて、利用上の注意や急遽の閉室等について案内をするの

で、適宜確認をすること。

授業支援システム＞【連絡専用】社会科学系事務部大学院学務係 Graduate School Affairs Office、

GSISS[Zac0049]

①座席については、フリースペースとする。

②院生室内は共用の場所となるので、静穏・清潔な環境を維持できるように、一時的な水分補給以外の

飲食、院生室内での会話を控えること（飲食や会話については、学府が指定する休憩室（国際社会科

学研究棟５０４室）を利用のこと）。

③各自の私物については後述のロッカーを活用すること。

④院生室および休憩室内で出たゴミについては、廊下等にあるゴミ箱を利用し、院生室および休憩室内

に放置しないようにすること。

⑤利用可能な時間は、原則１時限目から７時限目までとする。

（建物への入棟等の関係で、これに依らない場合があるため、詳細は各課程・専攻における指示、注

意事項を確認すること。）

⑥院生室やロッカーに残置物があった場合は、移動させることがある。また、一定期間を過ぎても取り

に来なかった場合には所有権を放棄したものとみなし、処分することがある。

９月修了について

詳細については、大学院学務係に照会すること。

長期履修制度について

職業を有している等のために所定の修業年限以内に修了することが困難な者は、４年を超えない範囲で、

長期の修業年限の設定を申し出ることができる（以下「長期履修制度」という。）。長期履修制度の利用を

希望する者は、入学時に希望する在学期間を申請し、承認を受ける必要がある。承認を受けた者は、申請

をした期間内に教育課程を履修し、学位を取得することができる。

(1) 在学期間の短縮

長期履修制度を利用する学生は、あらかじめ申請した在学期間を、願い出により短縮することができる。

短縮期間は、学期を基準とする。ただし、所定の修業年限を下回って短縮することはできない。

在学期間の短縮を希望する者は、「長期履修計画変更願」を提出し、承認を得なければならない。詳細

については、必ず大学院学務係に相談すること。

(2) 在学期間の延長

長期履修制度を利用する学生は、特別の事情がある場合は、一度に限り、４年を超えない範囲で、あら

かじめ申請した在学期間の延長を申請することができる。在学期間の延長を希望する者は、在学期間が満

了する日の２か月前までに「長期履修計画変更願」を提出し、承認を得なければならない。

在学期間を延長した後の授業料は、所定の修業年限分の授業料からすでに納付済みの授業料を差し引い

た分を延長期間で新たに算出し、納付することになる。詳細については、必ず大学院学務係に相談するこ

と。
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履修登録手順について

履修登録・訂正・キャンセルは、各自学務情報システムで行うものとする。

履修登録方法及び学務情報システム操作方法についての詳細は、本学 WEB ページを参照すること。

URL: http://www.ynu.ac.jp/campus/student_only/affairs_system.html

履修計画及び履修登録

（学務情報システム）

・本冊子の履修細目、時間割及びＷＥＢシラバスで

講義概要を参照し、履修する科目を決めて、各自

学務情報システムで登録を行うこと。

・履修に関する質問・相談等は予め社会科学系大学

院学務係へ。

・学務情報システムの不具合は、必ず期間中に申し

出ること（期間終了後は、一切受け付けません）。

春学期登録期間：

４月８日(月)～１９日(金) 

秋学期登録期間：

１０月４日(金)～１７日(木) 

履修確認（登録エラー

の有無確認）

・履修時間割表を学務情報システムから印刷する。

履修計画どおりに履修登録されているか必ず確認

すること。「履修登録確認表｣が印刷できない者は、

社会科学系大学院学務係へ申し出て受領するこ

と。

・確認のうえ、訂正がない場合は履修登録の完了。

・エラー科目がある場合は、そのままにしておくと、

単位認定の対象にならないので訂正期間までに必

ず訂正をすること。

春学期登録確認・訂正期間：

５月６日(月)～８日(水) 

秋学期登録確認・訂正期間：

１０月２３日(水)～２５日(金) 

履修登録の訂正

（訂正がある場

合のみ）

・履修登録の確認後、履修訂正をする場合は、訂正期

間に各自で、加除訂正の登録をすること。

・訂正後、再度、履修時間割表を学務情報システムか

ら印刷し、確認すること。

履修登録の完了

履修科目のキャンセル

・履修登録の完了後、取りやめたい科目がでた場合

は、授業担当教員の了承を得た上で、キャンセル

期限までに各自でキャンセル登録をすること（キ

ャンセル期限後の取り消しは一切認めません）。

春学期キャンセル期間：

５月１３日(月)～１７日(金) 

秋学期キャンセル期間：

１１月１１日(月)～１５日(金) 

－12－



履修登録手順について

履修登録・訂正・キャンセルは、各自学務情報システムで行うものとする。

履修登録方法及び学務情報システム操作方法についての詳細は、本学 WEB ページを参照すること。

URL: http://www.ynu.ac.jp/campus/student_only/affairs_system.html

履修計画及び履修登録

（学務情報システム）

・本冊子の履修細目、時間割及びＷＥＢシラバスで

講義概要を参照し、履修する科目を決めて、各自

学務情報システムで登録を行うこと。

・履修に関する質問・相談等は予め社会科学系大学

院学務係へ。

・学務情報システムの不具合は、必ず期間中に申し

出ること（期間終了後は、一切受け付けません）。

春学期登録期間：

４月８日(月)～１９日(金) 

秋学期登録期間：

１０月４日(金)～１７日(木) 

履修確認（登録エラー

の有無確認）

・履修時間割表を学務情報システムから印刷する。

履修計画どおりに履修登録されているか必ず確認

すること。「履修登録確認表｣が印刷できない者は、

社会科学系大学院学務係へ申し出て受領するこ

と。

・確認のうえ、訂正がない場合は履修登録の完了。

・エラー科目がある場合は、そのままにしておくと、

単位認定の対象にならないので訂正期間までに必

ず訂正をすること。

春学期登録確認・訂正期間：

５月６日(月)～８日(水) 

秋学期登録確認・訂正期間：

１０月２３日(水)～２５日(金) 

履修登録の訂正

（訂正がある場

合のみ）

・履修登録の確認後、履修訂正をする場合は、訂正期

間に各自で、加除訂正の登録をすること。

・訂正後、再度、履修時間割表を学務情報システムか

ら印刷し、確認すること。

履修登録の完了

履修科目のキャンセル

・履修登録の完了後、取りやめたい科目がでた場合

は、授業担当教員の了承を得た上で、キャンセル

期限までに各自でキャンセル登録をすること（キ

ャンセル期限後の取り消しは一切認めません）。

春学期キャンセル期間：

５月１３日(月)～１７日(金) 

秋学期キャンセル期間：

１１月１１日(月)～１５日(金) 

２０２４年度講義科目及び時間割コード（経営学専攻博士課程前期）

曜日、時限、日程は時間割表（巻末）を参照すること。

区
分

時間割

コード
授  業  科  目

単

位
担当教員 期間 備  考

1 

コ
ア
科
目

PB10002 組織マネジメント特論 2 山岡 徹 秋学期

2 PB10004 国際経営特論 2 河野 英子 春学期

3 PB10006 管理会計特論 2 君島 美葵子 春学期

4 PB10007 経営科学特論 2 郭 沛俊 春学期

5 PB10008 計量分析特論 2 五島 圭一 秋学期

6 PB10009 戦略経営特論 2 横田 一貴 春学期

7 PB10010 財務会計特論 2 木村 晃久 春学期

8 

経
営
学
分
野

PB21001 産業分析特論 2 － － 今年度休講

9 PB21003 人的資源管理特論 2 － － 今年度休講

10 PB21004 経営史特論 2 公文 蔵人 秋学期

11 PB21008 比較社会文化特論 2 小林 正佳 春学期

12 PB21009 グローバル・イノベーション・  

マネジメント特論
2 真鍋 誠司 春学期

13 PB21010 企業と社会特論 2 － － 今年度休講

14 PB21011 産業・組織心理学特論 2 － － 今年度休講

15 PB21012 比較経営特論（Study on 
Comparative Management） 2 横澤 公道 秋学期 英語で実施

16 PB21015 定性研究法特論 2 横澤 公道 春学期

17 

会
計
学
分
野

PB22001 簿記原理特論 2 泉 宏之 春学期

18 PB22002 会計監査特論（Auditing） 2 前山 政之 秋学期 英語で実施

19 PB22003 公会計特論 2 － － 今年度休講

20 PB22004 税務会計特論 2 藤井 誠 秋学期

21 PB22005 原価会計特論 2 中村 博之 春学期

22 PB22006 生態会計特論 2 曹 勁 秋学期

23 PB22007 国際会計特論 2 髙須 悠介 春学期
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英語で実施



 

 

 
区
分 

時間割 

コード 
授  業  科  目 

単

位 
担当教員 期間 備  考 

24 

経
営
シ
ス
テ
ム
科
学
分
野 

PB23003 経営財務特論 (Study on Managerial 
Finance) 2 森田 洋 春学期 英語で実施 

25 PB23004 マーケティング特論 2 鶴見 裕之 春学期  

26 PB23005 オペレーションズ・マネジメント特

論 2 鈴木 定省 秋学期  

27 PB23006 経営シミュレーション特論（Business 
Modeling and Simulation） 2 田名部 元成 秋学期 英語で実施 

28 PB23007 社会データサイエンス特論 2 － － 今年度休講 

29 PB23008 経営数学特論 2 鈴木 香織 春学期  

30 学
府
共
通
科
目 

PE00001 Thesis Writing 2 山下 瑤子 秋学期 修了要件に含

まれない※1 

31 PE00002 Presentation and Discussion Skills 2 カールセン 

マシュー 
春学期 修了要件に含

まれない※1 

32 PB24103 特 殊 講 義 （ Shanghai Study Visit 
[Chinese Business-Economy]） 2 田名部 元成 春学期 （予定） 

※2 参照 

 
※1 学府共通科目は、修了要件には含含ままれれなないい科目です。 

※2 履修希望者はシラバスを参照のうえ、事前に授業担当教員及び演習担当教員に申し出て下さい。 

◎授業科目の講義概要（シラバス）は、学務情報システムで閲覧してください。閲覧方法は、本学 WEB ペー

ジを参照してください。https://www.ynu.ac.jp/campus/student_only/affairs_system.html 
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区
分 

時間割 

コード 
授  業  科  目 

単

位 
担当教員 期間 備  考 

24 

経
営
シ
ス
テ
ム
科
学
分
野 

PB23003 経営財務特論 (Study on Managerial 
Finance) 2 森田 洋 春学期 英語で実施 

25 PB23004 マーケティング特論 2 鶴見 裕之 春学期  

26 PB23005 オペレーションズ・マネジメント特

論 2 鈴木 定省 秋学期  

27 PB23006 経営シミュレーション特論（Business 
Modeling and Simulation） 2 田名部 元成 秋学期 英語で実施 

28 PB23007 社会データサイエンス特論 2 － － 今年度休講 

29 PB23008 経営数学特論 2 鈴木 香織 春学期  

30 学
府
共
通
科
目 

PE00001 Thesis Writing 2 山下 瑤子 秋学期 修了要件に含

まれない※1 

31 PE00002 Presentation and Discussion Skills 2 カールセン 

マシュー 
春学期 修了要件に含

まれない※1 

32 PB24103 特 殊 講 義 （ Shanghai Study Visit 
[Chinese Business-Economy]） 2 田名部 元成 春学期 （予定） 

※2 参照 

 
※1 学府共通科目は、修了要件には含含ままれれなないい科目です。 

※2 履修希望者はシラバスを参照のうえ、事前に授業担当教員及び演習担当教員に申し出て下さい。 

◎授業科目の講義概要（シラバス）は、学務情報システムで閲覧してください。閲覧方法は、本学 WEB ペー

ジを参照してください。https://www.ynu.ac.jp/campus/student_only/affairs_system.html 
  

２０２４年度研究指導（演習）及び時間割コード（経営学専攻博士課程前期）

曜日、時限、日程は時間割表（巻末）を参照すること。

教員所
属分野 担 当 教 員

演習 Ia のｺｰﾄﾞ

（修士 1 年生）

演習 Ib のｺｰﾄﾞ

（修士 1 年生）

演習 IIa のｺｰﾄﾞ

（修士 2 年生）

演習 IIb のｺｰﾄﾞ

（修士 2 年生）

単

位

経 
 

営 
 

学 
 

分 
 

野

公文 蔵人 PB31003 PB31004 PB32003 PB32004 2×4

二神 枝保 PB31005 PB31006 PB32005 PB32006 2×4

小川 慎一 PB31007 PB31008 PB32007 PB32008 2×4

佐々木 秀綱 PB31009 PB31010 PB32009 PB32010 2×4

山岡 徹 PB31011 PB31012 PB32011 PB32012 2×4

孫 穎 PB31013 PB31014 PB32013 PB32014 2×4

貴志 奈央子 PB31017 PB31018 PB32017 PB32018 2×4

高井 文子 PB31019 PB31020 PB32019 PB32020 2×4

小林 正佳 PB31027 PB31028 PB32027 PB32028 2×4

青木 洋 PB31029 PB31030 PB32029 PB32030 2×4

谷地 弘安 PB31031 PB31032 PB32031 PB32032 2×4

真鍋 誠司 PB31033 PB31034 PB32033 PB32034 2×4

竹内 竜介 PB31037 PB31038 PB32037 PB32038 2×4

河野 英子 PB31039 PB31040 PB32039 PB32040 2×4

大沼 雅也 PB31041 PB31042 PB32041 PB32042 2×4

横澤 公道 PB31043 PB31044 PB32043 PB32044 2×4

楊 芸玥 PB31045 PB31046 PB32045 PB32046 2×4

会 
 

計 
 

学 
 

分 
 

野

齋藤 真哉 PB31047 PB31048 PB32047 PB32048 2×4

泉 宏之 PB31049 PB31050 PB32049 PB32050 2×4

中村 博之 PB31051 PB31052 PB32051 PB32052 2×4

前山 政之 PB31053 PB31054 PB32053 PB32054 2×4

原 俊雄 PB31055 PB31056 PB32055 PB32056 2×4

高橋 賢 PB31057 PB31058 PB32057 PB32058 2×4

大雄 智 PB31059 PB31060 PB32059 PB32060 2×4

大森 明 PB31061 PB31062 PB32061 PB32062 2×4

木村 晃久 PB31063 PB31064 PB32063 PB32064 2×4

君島 美葵子 PB31065 PB31066 PB32065 PB32066 2×4

髙須 悠介 PB31067 PB31068 PB32067 PB32068 2×4

曹 勁 PB31093 PB31094 PB32093 PB32094 2×4
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経 

営 

シ 

ス 

テ 

ム 

科 

学 

分 

野 

郭 沛俊 PB31069 PB31070 PB32069 PB32070 2×4 

倉田 久 PB31071 PB31072 PB32071 PB32072 2×4 

森田 洋 PB31075 PB31076 PB32075 PB32076 2×4 

田名部 元成 PB31077 PB31078 PB32077 PB32078 2×4 

鈴木 香織 PB31079 PB31080 PB32079 PB32080 2×4 

鶴見 裕之 PB31083 PB31084 PB32083 PB32084 2×4 

伊藤 有希 PB31085 PB31086 PB32085 PB32086 2×4 

本橋 永至 PB31089 PB31090 PB32089 PB32090 2×4 

鈴木 定省 PB31091 PB31092 PB32091 PB32092 2×4 

多田 伶 PB31095 PB31096 PB32095 PB32096 2×4 

五島 圭一 PB31097 PB31098 PB32097 PB32098 2×4 

松井 暉 PB31099 PB31100 PB32099 PB32100 2×4 

 
【備考】 

演習科目は、演習Ⅰa→演習Ⅰb→演習Ⅱa→演習Ⅱb の順番で履修する必要があります。 

休学などで、履修すべき演習科目が履修を希望する学期に開講されていない場合は、個別に対応いたします

ので、必ず指導教員および大学院学務係に申し出てください。 

研究指導担当教員のテーマについては、17～18 ページを参照してください｡  
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